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厳
島
神
社（
上
新
地
町
一
丁
目
）に

あ
る
大
太
鼓
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

こ
の
大
太
鼓
は
慶
応
２（
１
８
６
６
）年
、

下
関
に
や
っ
て
来
た
の
で
す
が
、
そ

れ
は
四
境
戦
争
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
慶
応
元（
１
８
６
５
）年
、
幕
府
は

恭
順
の
姿
勢
を
見
せ
な
い
長
州
藩
に

対
し
、
征
長
軍
を
派
遣
。
翌
年
６
月
、

大
島
口（
山
口
県
大
島
郡
）・
芸
州
口

（
広
島
県
）・
石
州
口（
島
根
県
）・
小

倉
口（
福
岡
県
）の
四
境
で
戦
い
の
火

ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
四

境
戦
争
で
す
。
こ
の
う
ち
小
倉
口
の

戦
い（
小
倉
戦
争
）は
、
約
２
万
の
幕

府
軍
に
対
し
、
長
州
側
は
奇
兵
隊
を

こ
ん
に
ち
は
。
市
長
の
中
尾
友

昭
で
す
。
昨
年
、
く
じ
ら
と

歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
を
持

つ
下
関
市
と
長
門
市
が
共
同
で
作
製
し

た
く
じ
ら
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
愛
称
を

６
月
１
日
か
ら
７
月
１
日
の
期
間
で
募

集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
老
若
男
女

全
国
す
べ
て
の
都
道
府
県
か
ら
１
６
８

７
人
、
２
３
２
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
８
月
６
日
に
、
長
門
市
の
大
西

市
長
と
の
会
談
で
選
考
・
抽
選
を
行
い
、

く
じ
ら
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
愛
称
が
埼

玉
県
在
住
の
山
田
祐
美
さ
ん
の
応
募
作

品「
ら
ー
じ
く
ん
」に
決
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、「
ら
ー
じ
く
ん
」と
呼
ん
で
仲

良
く
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
２５
日
に
、
下
関
く
じ
ら
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
、

第
２０
次
北
西
太
平
洋
鯨
類
捕

獲
調
査
船
団
壮
行
会
を
あ
る
か
ぽ
ー
と

岸
壁
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
壮
行
会

は
、
捕
鯨
反
対
派
に
よ
る
激
し
い
妨
害

活
動
の
た
め
、
平
成
１９
年
度
を
最
後
に

中
止
と
な
っ
た
南
極
海
鯨
類
捕
獲
調
査

船
団
合
同
出
港
式
に
代
わ
り
、
平
成
２３

年
度
か
ら
下
関
市
と
下
関
く
じ
ら
食
文

化
を
守
る
会
が
共
催
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
３
回
目
を
迎
え
た
あ
る
か
ぽ
ー

と
で
の
壮
行
会
は
、
新
た
に
調
査
捕
鯨

母
船「
日
新
丸
」下
関
寄
港
誘
致
協
議
会

も
加
わ
り
、
多
く
の
市
民
と
共
に
、
目

視
採
集
船
の「
勇
新
丸
」「
第
二
勇
新
丸
」

を
温
か
く
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
壮
行
会
を
今
後
も
毎
年
実
施
す
る

こ
と
で
、
調
査
捕
鯨
船
団
の
基
地
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
鯨
肉
の
さ
ら
な
る
普

及
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
低

温
熟
成
鯨
肉（
赤
肉
）の
モ
ニ

タ
ー
販
売
事
業
を
８
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
製
品
は
、
零
下
５
度
前
後

で
約
１
週
間
低
温
熟
成
加
工
し
た
市
場

に
出
回
る
前
の
新
製
品
で
、
従
来
の
冷

凍
鯨
肉
と
比
較
し
、
解
凍
時
に
肉
汁
が

出
に
く
く
、
う
ま
味
が
閉
じ
込
め
ら
れ
、

大
変
お
い
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
く
じ
ら
の
ま
ち
日
本
一
」を
目
指
す
本

市
で
、
市
の
事
業
と
し
て
消
費
拡
大
を

目
指
し
て
販
売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
販
売
は
、
市
内
の
㈱
蟹
屋（
☎
７７４-

３
７
７
８
）で
行
っ
て
お
り
、
唐
戸
市

場
内
の
店
舗
の
他
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
で
き
ま

す
。値
段
は
１
パ
ッ
ク（
２５０
㌘
）６６０
円（
税

込
）。
ぜ
ひ
お
い
し
い
鯨
肉
を
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
下
関
市
で
は
、「
く
じ
ら
の

ま
ち
日
本
一
」を
掲
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
中
尾
市
長
の
似
顔
絵
は
、
市
内
員
光

町
在
住
の
岡
田
邦
弘
さ
ん
の
作
品
。

お
い
し
い
鯨
肉
を
ど
う
ぞ
！

�

～「
ら
ー
じ
く
ん
」も
よ
ろ
し
く
～

●「
下
関
市
年
表
」販
売
中
！

販
売
価
格　
３
０
０
０
円

■問
広
報
広
聴
課（
☎
２３１-

２
９
５
１
）

含
む
約
１
千
の
兵
で
応
戦
。
長
州
軍

は
奮
戦
し
、
そ
の
侵
攻
を
防
ぎ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
将
軍
家
茂
の
病
死
も

あ
り
幕
府
軍
は
撤
退
、
運
を
も
味
方

に
付
け
た
長
州
藩
は
、
事
実
上
の
勝

利
を
収
め
た
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
戦
勝
祈
願
を
行
っ
た
厳

島
神
社
に
、
高
杉
晋
作
が
小
倉
戦
争

の
戦
利
品
と
し
て
奉
納
し
た
の
が
、

小
倉
城
で
時
を
知
ら
せ
て
い
た
こ
の

大
太
鼓
だ
っ
た
の
で
す
。
大
太
鼓
か

ら
は
、
幕
府
の
大
軍
に
立
ち
向
か
っ

た
長
州
軍
の
気
概
が
今
な
お
し
の
ば

れ
ま
す
。

しものせき

「歴史を歩く」
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厳島神社の大太鼓
（1866年）
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